
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

           

朝高生講習会 11/8 

            在日一世たちとの懇談会 
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NPO 横須賀同胞生活相談綜合センター 

横須賀市日の出町 3-19 

TEL:046-822-5250 
FAX:046-822-5259 

npo-yokosuka@rondo.ocn.ne.jp 
 

 

横須賀同胞便り 

“ 青い海、熱い心、ここは横須賀 ” 

 

在日同胞青年祝典「ウリミレ EXPO」（主催＝朝青、青商会、留学同、女性同盟）が７日、東京朝鮮

中高級学校および東京朝鮮文化会館で行われました。総合司会を殷日洙トンムが務めました。 

開場は、「興マダン」「コッポンオリマダン」「フードマダン」の３つのマダン（場）に、１万余人

の同胞で終始にぎわいました。 

文化会館では、｢ぼくらは未来の主

人公たち｣の公演が行われました。 

在日の歴史を一世のハ

ラボジ、ハルモニに直接

聞くことができてとても

よかったです。 

 日本に渡って来られた

ときのお話や、学校建設

時の熱意のこもったお話

しに心を打たれました。 

 子供たちの将来を思う 

一世たちの熱い思いを胸

に刻むことができまし

た。 



 

 

       

 

 

 
 
朝鮮学校への『高校無償化』適用を求める共同声明 

 日朝連絡会/呼びかけ団体 225 団体 
 

今年は日本が朝鮮を植民地化した 1910 年からちょうど 100 年にあたる年です。この年

にあたって、私たちは植民地支配に対する真摯な反省と平和な東北アジアの建設という課

題を市民の手でいっそう進めていきたいと考えてきました。これまでの日本政府は、植民

地支配ゆえに日本に暮らすことになった在日朝鮮人に対し、その民族的権利をあまりに無

視したまま、今日に至っています。その象徴的問題が民族教育にほかなりません。国際人

権規約や子どもの権利条約のような国際的人権基準においても、子どもたちが民族差別を

受けることがあってはならず、民族的教育を受ける権利を有することが明示されていま

す。しかし、日本政府がそうした民族的教育の権利を法律や制度で保障したことは、これ

までありませんでした。まして、植民地支配ゆえに日本に居住せざるをえなくなった人び

ととその子孫について、歴史にかんがみて言語や文化を尊重すべきことが、日本社会の目

標とされたこともありませんでした。そうしたなかで、在日朝鮮人の民族的教育は、日本

の公教育の外で在日コリアン有志によって、また公教育のなかの教員や一部自治体の志に

よって細々と続けられてきたのです。朝鮮高校が日本のなかで遜色のない高校教育を実施

していることは現実のなかで証明されています。首相!そして連立与党のみなさん!すぐに

朝鮮高校への高校教育無償化除外措置をやめ、他の学校と同様に適用するとともに、在日

コリアンの民族的教育の権利を認めそのいっそうの支援をはかるよう、心から要望しま

す。 中略 11 月 22 日 

予
定 
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◆  12／15（水）：日朝国交正常化をめざす県民の会 石川町：L プラザ  

◆  12／16（木）：神奈川県文芸同 総会 & 送年会 

◆  12／21～25 ：コスモス展 県民センター 

◆  12／26（日）：神奈川朝鮮高校吹奏楽部 定期演奏会 県立音楽堂（紅葉坂） 

   2011 年うさぎ年（塘晦苦）辛卯年(신묘년) 

◆  1／ 9（日）：神奈川同胞成人式 

◆  1／23（日）：横須賀同胞新春の集い 

◆  1／30（日）：神奈川県商工会新春の集い 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

 

朝鮮学校除外にもの申す！ 

 11 杉 4 析繕短推何什猿走採
朝 青 横 須 賀 支 部

拭辞 戟軒嘘叔
料 理 教 室

聖 亜然柔艦陥. 

 政号切嬢袴艦
ユ バンジャオモニ
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稽 採店馬食 説 辰
チャッチェ

人 卓鯵
チ ゲ

研 幻級醸柔艦陥. 戟軒
料 理

澗 

購 層 搾
したごしらえ

亜 掻推
重 要

馬壱 薦 凶 拭
タイミングよく

 丞
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 兜壱
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 娃
味

聖
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 原仲醤廃陥
調 え る

澗依聖 

壕頗柔艦陥
習 い ま し た

. 凧 言 戚
美味しく

 赤醸嬢推
いただきました

! 陥製
次 回

精 税戟
医 療

拭 淫廃
関する

 俳
学

柔
習

噺
会

研 杯艦陥. 

編集後記  アンニョンハシムニカ。 

このほど横須賀支部に赴任して参りました、張と申します。この紙面をお借りして先ずは

ご挨拶申し上げます。 

横須賀同胞情報誌“ 青い海、熱い心、ここは横須賀 ”を発刊するにあたり、同胞コミュ

ニティーの構築、ネットワークの形成等、同胞社会の近未来を頭の中で巡らす日々を送って

参りましたが、先日 50 代の同胞たちと親交を深める酒席で、｢来春は花見に、ゴルフコンペ

に、海水浴も行こう｣と、大いに盛り上がりました。‘同胞社会活性化の兆しあり’です。ま

さに、“ 青い海、熱い心、ここは横須賀 ”を実感した次第です。 

又、思いは日本政府にも巡り、｢日本政府は在日朝鮮人問題と正面から向き合いもせず、長

い間自らの差別意識を水面下に隠し、今では思考停止状態ではないか。本当に罪深い事をし

ている。｣と、改めて感じました。私たちは日本に｢いそうろう｣の身で居るのではないので遠

慮する必要は無いと思います。根本的な解決を図る方向に気持ちをシフトしていかないと、

目先の事に囚われて、私たち自身これらを克服できずに終ってしまうのではないかと思いま

した。在日朝鮮人問題や同胞社会は、やはり自分自身の問題だと思います。 


